
今月の野菜

野菜情報 2021.354

さやいんげんはマメ科インゲン属の一年草
で、原産地は中南米のメキシコ付近、日本へ
は江戸時代に隠元禅師により中国から伝わっ
たとされている。当初は莢

さや

の中の豆を食して
いたようで、若い莢を利用するさやいんげん
は幕末に伝わった品種が分化したものであ

る。乾燥子実を利用するいんげん豆とさやい
んげんは栽培品種が異なる。栽培に手間がか
かることもあり、栽培面積は横ばいで推移し
ている。通年、出回るが高温下での生育は極
めて難しく、夏場は北海道や長野県の高冷地
での栽培が中心となる。

主要産地

資料：農林水産省「令和元年産野菜生産出荷統計」
　注：図中の番号は収穫量の多い順番、期間は主な出荷期間を表している。

さやいんげんの需給動向	 　　　　　　　調査情報部

さやいんげん（鹿児島産）

さやいんげん（沖縄産）

⑧栃木県
　12月～３月

①千葉県
　４月下旬～６月

⑨熊本県
　９月中旬～６月中旬

⑩長野県
　７月～９月

④鹿児島県
　10月～６月

②北海道
　７月～10月

③福島県
　６月中旬～10月上旬

⑥茨城県
　６月～10月

⑤沖縄県
　12月～４月

⑦群馬県
　７月～９月
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令和元年の作付面積は、5190ヘクタール
（前年比97.4%）と、前年より微減傾向で推
移している。
上位５道県では、
◦北海道� 558ヘクタール（同 123.7%）
◦福島県� 474ヘクタール（同　96.9%）
◦千葉県� 450ヘクタール（同　98.3%）
◦長野県� 240ヘクタール（同　87.0%）
◦鹿児島県�234ヘクタール（同　88.0%）
となっている。

令和元年の出荷量は、２万5800トン（前
年比103.6%）と、前年より微増した。
上位５道県では、
◦北海道� 4,470トン（同 169.3%）
◦千葉県� 4,340トン（同　97.5%）
◦福島県� 2,170トン（同　93.9%）
◦鹿児島県� 2,080トン（同　82.2%）
◦沖縄県� 1,870トン（同　93.5%）
となっている。

出荷量上位５道県について、10アール当
たりの収量を見ると、千葉県の1.34トンが
最も多く、次いで沖縄県の1.20トン、鹿児
島県の1.01トンと続いている。その他の県
で多いのは、高知県の2.16トンであり、全
国平均は0.74トンとなっている。
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さやいんげんは、莢の形（丸、丸平、平）、
つるの有無で分類される。つるあり種（いち
ず、鴨川グリーンなど）は暑さに強く、つる
を伸ばして花を順々に咲かせるため収穫期間
が長い。つるなし種（キセラ、サクサク王子
など）は寒さに強く、一気に花が咲くので短
期間に収穫が集中するという特徴がある。片
側に筋

すじ

が入る品種もあるが、現在、栽培され

ているのは筋なし（ストリングレス）が多い。
モロッコいんげんは50年ほど前から栽培さ
れている平莢で肉厚の品種だが、国のモロッ
コとは関係がなく音の響きがいいという理由
で命名されたものである。また、関東は凸凹
莢、関西は丸莢と好まれる品種が異なるため、
北海道、長野県は関西向け、福島県、千葉県
は関東向け、鹿児島県はどちらにも対応する
品種構成となっている。

作付けされている主な品種等

東京都中央卸売市場の月別入荷実績（令和
元年）を見ると、１月～３月は沖縄産とオマー
ン産が大部分を占めるほか鹿児島産も入荷す
る。４月以降は沖縄産に加え千葉産や茨城産
といった関東近在産地や長崎産や鹿児島産と

いった九州産が増える。７月～10月は大部
分が福島産となるほか、関東近在産地から青
森産、岩手産などの東北に産地が移行する。
11月から再び九州産が増え、12月には沖縄
産が主流となる。

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：令和元年東京都中央卸売市場年報

令和元年　さやいんげんの月別入荷実績
（東京都中央卸売市場計）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和元年東京都中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

東京都・大阪中央卸売市場における月別県別入荷実績

資料：関係者聞き取りにより農畜産業振興機構作成

都道府県名 主 な 品 種

北 海 道 ピテナ、ＢＮ 128，グリーンシャトウ

福 島 県 いちず、鴨川グリーン、キセラ

千 葉 県 グリーンタッキー、鴨川グリーン、サクサク王子

長 野 県 ベストクロップキセラ、サマーキセラ

鹿 児 島 県 キセラ、ジャンボいんげん、アメリカいんげん、レットグリーン、モロッコいんげん
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大阪中央卸売市場の月別入荷実績（令和元
年）を見ると、1月～3月はオマーン産の存
在感が大きく、その他、高知産、鹿児島産、
沖縄産が入荷する。4月以降は鹿児島産が多
くなり、高知産、熊本産、和歌山産も入荷し

てくる。入荷が減少する7月～10月は福島
産、北海道産が多くなり、長野産、群馬産な
ども入荷する。11月以降年末にかけてはふ
たたび九州産とオマーン産が増えてくる。

東京都中央卸売市場の価格（令和元年）は、
国内産は１キログラム当たり782~1051円
（年平均923円）、外国産は同421～580円
（年平均447円）、国内産と外国産は同
760~1051円（年平均871円）で推移して

いる。国内産の出始めで、輸入も減少する３
月～5月はやや上昇する。平成29年は台風
の襲来、雲雨天による低温などにより野菜全
般の価格が高騰した影響で価格が急騰した。
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場「市場月報」）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：令和元年大阪市・大阪府中央卸売市場年報）
　注：（ ）内の数値は、月別入荷量全体に占める割合（％）である。

農畜産業振興機構「ベジ探」、原資料：令和元年大阪市、大阪府中央卸売市場年報

令和元年　さやいんげんの月別入荷実績
（大阪中央卸売市場計）

オマーン 
(48) 

オマーン 
(54) オマーン 

(44) 

鹿児島 
(51) 

鹿児島 
(46) 鹿児島 

(35) 
福島 
(43) 福島 

(32) 

北海道 
(40) 

鹿児島 
(38) 

鹿児島 
(60) 

鹿児島 
(36) 

高知 
(23) 高知 

(21) 高知 
(27) 

高知 
(26) 

熊本 
(29) 

高知 
(18) 北海道 

(18) 
北海道 

(30) 

福島 
(35) 

熊本 
(25) 

熊本 
(21) 

オマーン 
(28) 

鹿児島 
(20) 

沖縄(12) 鹿児島 
(15) 

熊本(11) 

高知 
(22) 

熊本 
(15) 

愛媛(8) 
長野(18) 

群馬(5) 

愛媛(9) 

高知(6) 

高知 
(16) 

沖縄(6) 

鹿児島(11) 沖縄(11) 

沖縄(8) 

和歌山(10) 

長野(7) 群馬(9) 
北海道(7) 

愛媛(4) 
熊本(12) 

愛媛(9) 

徳島(7) 

和歌山(6) 

沖縄(5) 

その他(3) 

その他(2) 
その他(3) 

その他(4) 

その他(3) 

その他 
(13) 

その他 
(17) 

その他(11) 

その他 
(20) 

その他(15) 

その他(9) 

その他(3) 

0 

20 

40 

60 

80 

100 

120 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

（トン）

東京都中央卸売市場における価格の推移



野菜情報 2021.358

0 

100 

200 

300 

400 

500 

600 

700 

800 

900 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（円/Kg） 

(月) 

平成29年 
平成30年 

令和元年  

0  

200  

400  

600  

800  

1,000  

1,200  

1,400  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

（円/kg） 

（月） 

令和元年

平成29年

平成30年

 

卸売価格の月別推移（外国産）

卸売価格の月別推移（国内＋外国産）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場｢市場月報｣）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：東京都中央卸売市場｢市場月報｣）

輸入量の推移
「ささげ・いんげん等（生鮮）」「いんげん
豆等（冷凍）」「ささげ・いんげん等（その
他調製野菜）」の輸入量は合計で約２万
5000トンで安定的に推移しており、その大
部分が冷凍のいんげん豆等となっている。
令和元年の輸入量を国別に見ると、ささげ・
いんげん等（生鮮）では、オマーンが

97.3%（1269トン）と、圧倒的なシェア
を占めている。いんげん豆等（冷凍）の輸
入先では、中国が56%、タイが30％となっ
ており、この２国で８割以上を占めている。
ささげ・いんげん等（その他調製野菜）には、
いんげん豆に砂糖を加えた和菓子用のあん
などが含まれる。
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資料 ：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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資料 ：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

資料 ：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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資料 ：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

いんげん豆等（冷凍）輸出先別輸出量の推移

「いんげん豆等（冷凍）」の輸出は数量も相
手先も変動が大きく、平成30年および令和
元年はグアム向けのみとなっている。「ささ
げ・いんげん等（その他調製野菜）」は、米国、

香港、台湾、韓国などに輸出されている。直
近３年間の総輸出量は300トン程度で推移
している。

輸出量の推移
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さやいんげんの近年の小売価格の動向を
見ると、100グラム当たり200円~250円
の間でゆるやかに上昇している。関東と関
西でさやいんげんの食文化に違いがあり、
関東は凸凹した莢、関西は丸莢を好む傾向
があり、調理方法も関東は煮物、関西では
焼きが好まれる。そのため、沖縄県と鹿児
島県は全国的に出荷されるが、千葉県、福
島県、茨城県、群馬県、長崎県は関東向け、
北海道、熊本県、高知県、長野県は関西向
けと出荷先市場のニーズに合わせて栽培品

種も異なっている。
栄養成分としては、野菜と豆類、両方の
特徴を兼ね備えておりカロテン、ビタミンB
群、葉酸、食物繊維などをバランスよく含
んでいる（参考表）。
保存の際は、乾燥に気を付けるほか、軽
く下茹でして冷凍保存すると胡麻和えやバ
ターソテー、煮物などにすぐに利用でき便
利である。栄養価が高く、形状、サイズな
ども豊富なさやいんげんはお弁当などの彩
りにも便利なので常備しておきたい。

消費の動向
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：総務省「小売物価統計調査」）

小売価格の年別（東京都区部）の動向

参考表　さやいんげん（可食部100グラム）の栄養成分

エネル
ギー
kcal

水分
ｇ

たんぱ
く質
g

脂質
g

炭水
化物
g

無機質 ビタミン

食物
繊維
g

ナトリ
ウム
mg

カリ
ウム
mg

カルシ
ウム
mg

マグネ
シ

ウム
mg

リン
mg

鉄
mg

ビタミンＡ

E
mg

K
μ g

B1
mg

B2
mg

葉酸
μ g

C
mgレチ

ノール
μ g

βカロ
テン
当量
μ g

レチ
ノール

活性当量
μ g

さやいんげん

若ざや　生 23 92.2 1.8 0.1 5.1 1 260 48 23 41 0.7 (0) 590 49 0.2 60 0.06 0.11 50 8 2.4

若ざや　ゆで 25 91.7 1.8 0.2 5.5 1 270 57 22 43 0.7 (0) 580 48 0.2 51 0.06 0.10 53 6 2.6

資料：文部科学省「日本食品標準成分表 2020 年版（八訂）」
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